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白洲次郎の別荘保存へ
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白洲が建てたとされるヒュッ
テ・ヤレン＝山形市蔵王温泉

募金やツアー計画

終
戦
後
、
吉
田
茂
首
相
の
側
近
と
し
て
活
躍
し
、
東
北
電
力
の
初
代
会

長
も
務
め
た
白
洲
次
郎
（
1
9
0
2
～
8
5
）
が
別
荘
と
し
て
建
て
た
山
形

市
蔵
王
温
泉
ス
キ
ー
場
の
山
荘
「
ヒ
ュ
ッ
テ
・
ヤ
レ
ン
」
を
復
元
・
保
存

し
、
地
域
の
活
性
化
に
役
立
て
よ
う
と
い
う
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。
1
0

日
に
は
今
後
の
借
用
方
法
を
考
え
る
ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
か
れ
た
。

東
京
の
N
P
O
法
人
「
元
気
・

ま
ち
ネ
ッ
ト
」
が
中
心
に
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
る
。
戸
沢
村
出
身

の
矢
口
正
式
代
表
（
6
4
）
が
ス
キ
ー

で
蔵
王
に
来
た
際
に
別
荘
の
存
在

を
知
り
、
東
京
在
住
の
現
在
の
持

ち
主
に
直
談
判
。
修
繕
と
一
般
公

開
の
許
可
を
得
て
今
年
6
月
、
建

築
家
仲
間
と
保
存
活
動
を
始
め

た。
山
荘
は
木
造
2
階
建
て
で
、
延

べ
床
面
積
は
約
7
0
平
方
㍍
。
1
9

5
0
年
ご
ろ
建
て
ら
れ
、
7
2
年
に

6
0
㍍
ほ
ど
西
側
の
現
在
の
場
所
に

移
築
さ
れ
た
。
矢
口
さ
ん
ら
に
よ

る
と
、
欧
米
の
別
荘
風
の
外
観
や

ド
ア
の
レ
バ
ー
ハ
ン
ド
ル
な
ど
は

当
時
の
日
本
に
は
珍
し
い
。
1
階

部
分
は
広
い
居
間
だ
っ
た
の
を
小

部
屋
の
寝
室
に
改
装
し
た
ら
し

い
。
建
物
は
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る。
1
0
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
地
域
．

住
民
ら
5
0
人
が
参
加
。
同
法
人
側

が
建
物
の
特
徴
を
解
説
し
、
一
般

開
放
ま
で
に
必
要
な
準
備
や
資
金

の
説
明
を
し
た
。
保
存
や
活
用
方

法
な
ど
を
話
し
合
っ
た
懇
談
会
で

は
「
で
き
る
だ
け
オ
リ
ジ
ナ
ル
を

残
し
て
活
用
し
た
い
」
　
「
蔵
王
の

風
景
や
人
情
と
い
っ
た
魅
力
を
再

興
す
る
中
で
山
荘
を
位
置
づ
け
た

い
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
た
。

同
法
人
は
費
用
と
し
て
1
5
0

0
万
円
を
目
標
に
年
明
け
か
ら
募

金
活
動
を
開
始
。
都
内
で
イ
ベ
ン

ト
を
開
い
た
り
、
蔵
王
へ
の
ツ
ア

ー
を
組
ん
だ
り
し
て
支
援
を
呼
び

か
け
る
。
矢
口
さ
ん
は
「
蔵
王
を

ス
イ
ス
の
リ
ゾ
ー
ト
地
に
重
ね
、

『
東
洋
の
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
に
し
よ

う
』
と
話
し
た
白
洲
の
心
を
山
形

の
財
産
に
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。
　
　
　
（
笹
円
香
）


